





Physical Properties of Dental Alloys and 




















































































































































































































































































































































































































































































































材料名 温度 ヤング率 耐力 圧縮強さ
20K金合金 室温 9300 21．9 一一一～
400℃ 9300 17．8 一一一一
600℃ 7700 9．1 一一一一
800℃ 490 1．9 一一一一
900℃ 78 1．0 一一一、
950℃ 7．8 0．04 一一一～
キンパラ 室温 11000 59．8 一一一～
S20 400℃ 13000 52．1 一一一～
600℃ 2100 15．4 一一一←
800℃ 270 2．7 一一一一
900℃ 200 1．5 一一一一
950℃ 11 0．05 一一一←
ディスク 室温 5600 26．6 一一一～
アロイ 500℃ 570 2．3 一一一～
550℃ 130 0．48 一一一～
600℃ 16 0．11 一一一一
650℃ 16 0．06 一一一一
タイクラウン 室温 8800 16．5 一一一一
ウルトラソフト 500℃ 一一一一 10．2 一一一～
800℃ 1950 6．1 一一一一
900℃ 一一一一 7．6 一一一一
1000℃ 300 5．0 一一｝一
1100℃ 600 2．8 一一一、
ニクロムボンド 室温 26000 47．6 一一一｝
400℃ 一一一一 38．6 一一一～
500℃ 一一一一 39．5 一一一～
600℃ 16000 31．2 一一一一
700℃ 6300 35．9 一一一一
900℃ 3100 19．5 一一一一
1100℃ 2300 5．7 一一一｝
ユニメタル 室温 42000 72．1 一一一、
400℃ 一一一一 70．3 一一一、
600℃ 38000 70．5 一一一、
700℃ 14000 67．8 一一一一
900℃ 3100 23．5 一一一一
1100℃ 410 5．3 一一一一
バイオボンド 室温 22000 34．8 一一一一
400℃ 25000 32．8 一一一、
600℃ 2200 33．3 一一一一
700℃ 4200 27．1 一一一一
900℃ 1900 20．2 一一一一












材料名 温度 ヤング率 耐力 圧縮強さ
GC石英 100℃ 161 0．65 0．66
埋没材 300℃ 32 0．30 0．30
400℃ 31 0．30 0．32
（W／P＝0．31） 500℃ 23 0．27 0．28
600℃ 22 0．24 0．29
＊ 600℃ 64 0．25 0．27
GCクリスト 100℃ 32 0．27 0．28
バライト埋没材 250℃ 18 0．27 0．28
350℃ 15 0．21 0．21
（W／P＝0．33） 400℃ 29 0．22 0．22
500℃ 13 0．22 0．22
600℃ 11 0．25 0．26
＊＊ 600℃ 56 0．27 0．28
セラミゴールド 250℃ 532 2．47 2．47
埋没材 350℃ 195 1．89 1．89
500℃ 192 2．00 2．02
（L／Pニ0．16） 650℃ 185 1．73 1．79
800℃ 168 2．94 2．95
900℃ 106 2．43 2．91
＊＊＊ 900℃ 899 3．12 一一一一
1000℃ 56．1 1．06 1．61
250℃ 49．6 0．53 0．54
350℃ 37．8 0．47 0．48
（L／Pニ0、30） 500℃ 43．7 0．48 0．49
650℃ 39．1 0．63 0．66
800℃ 24．4 0．66 0．69
900℃ 50．1 1．09 1．42
1000℃ 28．2 0．65 0．93
セラベスト 250℃ 82．6 0．87 0．92
埋没材 350℃ 76．5 0．93 0．94
500℃ 102．0 1．25 1．25
（L／P＝0．24） 650℃ 83．8 1．30 1．44
800℃ 99．4 1．28 1．41
900℃ 83．8 1．77 1．96
＊＊＊ 900℃ 650 2．78 2．78
1000℃ 65．7 1．15 1．59
＊
＊＊
＊＊＊
0．2kg／mm2・0．3％クリープ変形後，再測定
02kg／㎜2・1．0％クリープ変形後，再測定
2kg／mm2・1．0％クリープ変形後，再測定
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較する．
　図10のセラミゴールド埋没材の耐力は，標準混
液比の場合，900℃以下の温度において，2～3
kg／mm2である．一方のNi－Cr合金の耐力は，図
3に示したとうり，900℃以上において3～20kg／
㎜2程度である．700℃以下の温度においては，ほ
とんどのNi－Cr合金は，30　一一　70　kg／mm2と耐力
が高く，埋没材の10から30倍程度ある為，この温
度以下では，鋳型による鋳造体の永久変形がおこ
るとは，考えにくい．しかしそれ以上の温度にお
いては，鋳型と，鋳造体の温度が同一でない事も
考えあわせると，耐力の差は1～5倍程度に減少
する．この程度の耐力の差並びにヤング率の差に
おいては，鋳造体の形態によっては，明らかに鋳
型による永久変形が表れると考えられる．
　ところで，埋没材に高温でクリープ変形を加え
ると，ヤング率が向上することは，既に述べたが，
この現象は鋳造体の変形を招いたり，内側の埋没
材の撤去が困難になる等，歯科鋳造にとって好ま
しいものではない．
　そこでクリープによるヤング率の向上の原因を
考えてみる．図12に示した如く，このヤング率の
向上は，高温において一旦生ずると，温度を下げ
ても回復しない．従ってこの現象は，埋没材がな
んらかの構造的変化を受ている為と考えられる．
またりん酸塩系埋没材，セラミゴールド（図9）
とセラベスト（図12）を比較してみると，セラベ
スト埋没材の方がより顕著に表れる．こめ両者の
埋没材の違いは，耐火材の粒径とその形状にあり，
セラミゴールドが最初からより密に充填されてい
るのに対し，セラベストは，その耐火材が，あま
り密1こは充填されていない．この事を考え併せる
と，高温においてクリープを加える事によって生
ずる，ヤング率の向上は，埋没材の結合材が高温
かつ応力下において，焼結し，耐火材をより密に
充填させた結果と考えられる．従って，室温にお
ける，埋没材の強度を低下させても，鋳造体の変
形を抑える効果は少なく，かつ内側埋没材の撤去
も容易にはなり難い．この様な効果を狙うならば，
結合材の耐火性を向上させねばならないと思われ
る．
結 論
歯科材料の，高温におけるヤング率，耐力，圧
縮強さを測定した結果以下の結論を得た．
　1．歯科材料の高温物性は，表1（金属材料），
表2（埋没材）に示す如くである．
　2．金属材料のヤング率並びに耐力は，高温に
おいて極端に低下する．
　3．埋没材のヤング率並びに耐力は，金属材料
程極端には低下しない．
　4．埋没材に高温において，応力が働くと，そ
のヤング率は数倍に上昇し，その後温度を下げて
も低下しない．
　5．埋没材の，高温度，圧縮クリープ後におけ
るヤング率の上昇は，結合材の焼結によって耐火
材が密に充墳された為である．
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